





















































安維持機能を喪失し、意味をなさないものとされてきた。しかしながら、 『小右記』に見られる藤原実資の活動からは、当該期の近衛府が様々な場面で働いており、その都度多くの下級官人が立ち働いている姿が見て取れる。本稿では彼らについて、当該期 古記録から個人レベルでの検討を行った その結果、これ は多様な氏族により構成されてお




年 （七〇一） の大宝律令の施行により、律令的な官司機構が整備された。その後、天平宝字元年（七五七）に施行された養老律令により一部が改められて以降は、新たな令は定められず、必要に応じて格による改変を加えられながら 時代に合わせた形へと変化していっ 。
こうした流れは、天皇および内裏を守衛する衛府においても同様であ






















て検討を行っていく。史料的制約の大きい検討ではあるが、その中 も特に多くの記載が残る藤原実資の『小右記』を中心とした古記録を取り上げ、そこに見え 実態から考察を進めていくこととする。具体的には下級官人層 ついて、構成す 氏族と彼らに求め れた資質 う面から迫ることで どのような人物が所属していたのかという点についてみていく。
近衛府が担ったと考えられる様々な働きにおいて、指示を出すのは上





































































































































































































































































































































































































































































これらによれば道長は当初自身の随身であった下毛野公時を、物節の中の番長を務めていた随身多為重の死欠の替わりとして、物節のいずれかに補任することを求め 。直接的な交代であれば公時は番長となるところであるが、 に対し実資は「先年」 起請により近衛から直接番長に補任することはできないことになっている旨を伝え、府掌・案主のいずれかに補 を提案している。これを受け道長は公時を府掌にすることを求め実資がそれ 受け入れることで解決している。
本条からは、最下級の近衛から番長になるためには、一度府掌か案主















は同時代 史料で ため 両者の食い違いは同時に理解する必要がある。ここでは、前掲の【史料七・八】から府掌が番長より 位であることが知られるため 近衛 中に府掌が含まれるものと見 べきと考えられる。すなわち、 府の府掌とは近衛舎人の中におい 、数名の限られた者に与えられた地位であり、なんらかの優位性をもって た存在であったと見られる。ま 「先年」の起請以降は 番長候補者とも うべき性格を有す こととなったとも考えられる。なお案主に関しても府掌と同等の立場 して扱われてい ことから こち も近衛舎人 内の数名から任じられ ものと考 る。
では次に、先掲の史料中に登場する「物節」について見ていく。物節












































































に左右されるという制約をもち、必ずしも当該期の べ 官人の様子を伝えているとはいえないが、その一端を示す のとし 有効であると考える。
この結果、当時活動していた者たちとして、左近衛府からは四十八名
が、右近衛府からは一四六名が検出され 。 た これらの中から氏族名が判明する者を見ていくと、右近衛府では一一九名 五十一の氏族が、左近衛府では三十三名で二十三の氏族が 出されている。なお、右
――
【表◯―】『小右記』に見える左近衛府下級官人
No. 氏 名 氏 族 記録上見える職 備 考
 榎本季理 榎本 府生/将曹
 大石久遠 大石 府生/将曹





 上道佐命 上道 将監
 軽部公友 軽部 将監
 日下部清武 日下部 番長/府生
 狛 光高 狛 将曹/将監
 下毛野光成 下毛野 近衛
 菅原忠時 菅原 将監
 雀部是国(惟国) 雀部 府生
 長 致忠 長 近衛/番長
 間人惟武 間人 将曹




 秦 延命 府生/将曹
 秦 親年 番長 右近衛府 No.「近年」と同一ヵ
 秦 為国 府生/将曹














 源 為規 将監
 三宅滋明 三宅 将曹





 八俣部重種 八俣部 将曹
 (不詳)一成 (不詳) 近衛
 (不詳)吉真 (不詳) 将監
 (不詳)近則 (不詳) 番長
 (不詳)兼光 (不詳) 番長/府生
 (不詳)助通 (不詳) 将監
 (不詳)時国 (不詳) 将曹
 (不詳)豊貞 (不詳) 近衛
 (不詳)久明 (不詳) 府生
 (不詳)久友 (不詳) 府生/将曹
 (不詳)百行 (不詳) 番長
 (不詳)武数 (不詳) 将曹
 (不詳)武則 (不詳) 府生
 (不詳)武友 (不詳) 番長
 (不詳)茂助 (不詳) 将曹





 尾張遠望 将監 延喜六年時
 佐伯真茂 佐伯 府生 応和四年時
 小子利実 小子 将監 延長四年時
 播磨当樹 播磨 将監 天慶八年時
 茨田相平 茨田 府生 応和三年時/重方父
――
【表◯－】『小右記』に見える右近衛府下級官人
No. 氏 名 氏 族 記録上見える職 備 考





 荒木武晴 荒木 近衛/府掌/番長/府生
 粟〔粟田ヵ〕秀蔭 粟〔粟田ヵ〕 将監
 石作忠節 石作 将監
 上道吉方 上道 近衛




 多 公重 近衛
 多 好茂 将曹
 多 為重 番長
 多 為孝 案主
 多 武文 将曹
 多 武吉 将曹
 多 政方(正方) 将曹 政資父
 多 政資 近衛/番長/府生
 大石奉吉 大石 将曹

















 紀 正方(政方) 府生/将曹
 紀 基武 近衛/府掌/番長/府生
 紀 保方 府生 基武父
 清井正武 清井 府生








 高 扶常 府掌/番長
 高 扶武 近衛/府掌
 高 扶任 近衛/「物節」
 高 扶明 近衛
 惟宗為武 惟宗 近衛/府掌/番長
 佐伯光頼 佐伯 府生/将監












 下毛野公頼 番長/府生 公利父
 下毛野公利(公年) 近衛
 下毛野光重 近衛













 平 朝親 将監
 平 到道 将監





 高向公方 高向 番長/(府生)
 玉手信頼 玉手 案主代/番長/府生
 民 利延 民 番長




 伴 守武 近衛





 錦 正吉 錦 近衛




 秦 吉正 近衛
 秦 興蔚 将曹/将監
 秦 近年(親利) 近衛 左近衛府 No.「親年」と同一ヵ
 秦 正親 府生/将曹



























 源 経成 将監
 源 遠里 将監
 源 能信 将監












No. 氏 名 氏 族 記録上見える職 備 考





 令 吉明 令 番長
 若倭部亮範 若倭部 番長/府生/将曹































 宇治可最手 宇治可 府生 天暦年時





































るが、大多数を占める存在とは見えない。その 方でそれ以外の では、六人部・高・日下部・秦・紀・播磨と った面々が同数で ており、その規模に きな差はないと考えられる。
また、別の観点では下毛野氏の伸長を示すもの して、同衛府内に父































































きたが、いずれも過半数を占 るほどではなく傾向を掴むまでには至なかっ 。しかし、中には射術 技量を評価され 者がおり、武芸の腕前が少なからず昇任に影響する様子が られた。ま 本 によ 希望に基づくものがあり、自身 昇任の意思があるかどうかも重視 たとも考えられる。これは府生 の際 自身で申文を提出するこ になっていることに通ずるものと見られる。その一方 、公卿や皇室の後押しよるも見られ、昇任に至るまでの基準は様々設けられてい と見 べきであろう。
続いて、下級官人の中でも複数昇任を繰り返している者 注目し、




























































































































































































































































































の十一名 うちで貞安・公武・光武・武晴・扶武・為武に関しては、いずれも評価されるに値するだけの武芸の才 持ち合わせており、このことが、昇任を叶える大 一要素と っていたので ないかと考えられる。
その一方で、基武・尚貞・亮範・良真 四名はその働きから、どちら
かといえば文官的性格 強い者と見られた。これ を踏まえると、近衛府内にお て昇任を重ねる官人には、武官的素質を多分に有する者文官的素質の方が強く表れる官人の両方 形態があったこと 分か 。
このことからは、摂関期の近衛府が儀礼演出機関としての役割を持
ち、円滑な運営のために事務的な面で文 として 技術を有し 官人た


















明らかに異なる事由となっている。彼 が「楽家」 して確立され くるのは、もう少し後のこ されてい が
(
)、これらからは、すでにその






































































































































































































































































































































本稿脱稿後に西山史朗「近衛府下級官人補任稿（） 」 （ 『佛教大学大学
院紀要』 〈文学研究科編〉四十六、二〇
一八年）に触れた。本稿と関係す
るところが多いが、本稿に取り入れることができなかった。併せてご参照されたい。
